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この概要では、車両の最大装備を示しています。
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重要：詳細は救急ガイドを参照。



考えられる識別用特徴および詳細

 危険

ハイ ボルテージ システム。
ハイ ボルテージ システム内には高い電流が流れています。感電による生命の危険があります！
- ハイボルテージ コンポーネントには触れないこと。
- 次のハイボルテージ車両に対する識別用特徴に注意してください。

識別用特徴
- 左右の C ピラーの eDrive レタリング
- 左フロント フェンダーの充電コネクター
- 充電コネクター下の｢i｣
- モデル エンブレムは｢e｣で終了
- eDrive 付きエントランス カバーモールド

車両が動き出さないようにロックします
ボタン「P」を押します。



電動パーキング ブレーキ スイッチを上方向に引きます。



駆動部とハイ ボルテージ システムの作動解除 (無電圧状態に切替え)
(イグニッションおよび 12 V バッテリーに手が届く)

 技術的追加情報

基本的に 12 V バッテリーのマイナス極とハイボルテージ安全スイッチを分離する必要があります。

 技術情報

事故時には通常、ハイボルテージ システムは自動作動停止します。

エンジン作動中かメーター パネルの表示が作動している状態で「START STOP」ボタンを押し、イグニッションのスイッチをオフにします。

ハイ ボルテージ システムをオフにする - 自動車のボディ後部周辺
トランク リッドを開き、右側サービス フラップを取り出します。 サービス フラップの背後には、ハイ ボルテージ分離個所(1)用コネクターが
あります (サービス ディスコネクト)。
ロック解除には下方へ押して引き出します(2)。コネクター を矢印方向へ引き離す(3)。
ボア (4) が完全に可視なら、ハイ ボルテージ システムは作動解除されています。
意図せずハイ ボルテージ システムを作動させることのないように、この開いたボア(4)に南京錠などを取り付けることができます！
注意事項: コネクターは完全に分離できません。



ハイ ボルテージ システムをオフにする - 自動車のフロント部分
ボディ後部周辺のハイ ボルテージ分離個所に手が届かない場合、ハイ ボルテージ システムをフロント部分にある二つ目のハイ ボルテージ分
離個所 (切断処理) でオフにする必要がある。
フロント フードを開いてハイ ボルテージ分離個所 (切断処理) 用ケーブル (1) を切断する。ハイ ボルテージ システムがオフになる。

12 V バッテリーのマイナス端子の分離
車両トランクリッドでのカバーの除去後、12 V バッテリーはアクセス可能です。

バッテリー マイナス配線 (1, 2, 3) を外し、上方へ抜き取る。
接触を防ぐため、バッテリー マイナス配線とバッテリー マイナス端子を覆ってください。



ハイボルテージ コンポーネントの識別ラベル
ハイ ボルテージ バッテリーの識別ラベル(ハイ ボルテージ バッテリーは、車両ボディ床下にある):

残りのハイ ボルテージ コンポーネントの識別ラベル:

ハイボルテージ ケーブルの識別ラベル (1) (絶縁体 / ジャケットがオレンジ):


